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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract

（和文）
本研究では、報告者等が独自に開発、発展させてきた計算法をストレンジネス核物理、及びエキゾッチク原子分子分野の話題となっている課題に取り組むことにより、報告者等の計算法がより普遍的であることを確証することが目的の一つである。また、同時にそれぞれの分野において、少数系の観点から解くことによって、新しい物理的知見があることを明らかにすることが２つ目の目的である。
例えば、ストレンジネス核物理における申請者等の目的は、少数系問題の観点からハイパー核の構造を研究することにより、不定性の多い、ハイペロンー核子間相互作用の基礎研究に重要な情報を与えることである。本研究期間において、α+Λ+N+Nの４体問題に基づくことによって、Λp、Λnにおける荷電対称性の破れの研究を行った。この研究は、Ｊ－ＰＡＲＣにおけるハイパー核実験に大きく貢献を及ぼすことが期待される。

（英文）
One of our research purpose is to establish our calculation method by applying our method to the important issues in the strangeness nuclear physics and exotic atomic physics. Another purpose is to obtain new understanding in both physics from view points of few-body problem.

For example, the purpose of the strangeness nuclear physics is to give information to study of hyperon-nucleon interaction by studying structure of hypernuclei from view points of few-body problem. In this year, we discussed the charge symmetry breaking effect in A=7 Λ hypernuclei. It is expected that this study will give a great contribution to the experimental project at J-PARC facility. 
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